
彩
の
歳
時
記 

 
 

 

平
成
二
十
九
年 

九
月 

秋
の
菊
に
ほ
ふ
限
り
は 

か
ざ
し
て
む 

花
よ
り
さ
き
と 

知
ら
ぬ
わ
が
身
を 

 

紀
貫
之
【8

7
2
?

～9
4
5

】 

「
こ
の
秋
の
菊
が
、
枯
れ
る
ま
で
頭
に
飾
っ
て
み
よ
う
か
、
花
よ
り
先
に
こ
の
世
か
ら
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
我
が
身
で
あ
る
か
ら
」 

親
し
い
人
が
急
逝
し
、
人
の
運
命
の
は
か
な
さ
を
感
じ
、
詠
ん
だ
歌
。
ど
ん
な
事
も
「
永
遠
は
な
い
」 

と
心
に
刻
む
の
は
哀
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
も 

生
ま
れ
て
き
ま
す
。「
春
の
桜
」
に
対
し
「
秋
は
菊
」
が
詠
わ
れ
る
事
が
多
い
の
は
、
菊
花
の
露
に 

よ
っ
て
長
寿
を
得
る
と
い
う
中
国
の
故
事
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

露
な
か
ら 

折
り
て
か
さ
さ
む 

菊
の
花 

老
い
せ
ぬ
秋
の 

ひ
さ
し
か
る
へ
く 

 

紀
友
則
【8

4
5

～9
0
7

】 

「
露
が
あ
る
ま
ま
で
も
、
折
っ
て
こ
の
菊
の
花
を
頭
に
挿
し
て
飾
ろ
う
、
老
い
る
こ
と
な
い
秋
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
」 

九
月
の
暦 

 

長
月

な
が
つ
き 

夜
が
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
る
「
夜
長
月(

よ
な
が
つ
き)

」
の
略 

一
日 

二
百
十
日
【
雑
節
】 

立
春
か
ら2

1
0

日
目
。
嵐
の
襲
来
す
る
時
期
。
夏
目
漱
石
の
作
品
名
に
も
あ
る
。 

一
日 

関
東
大
震
災
記
念
日 

1
9
2
3
(

大
正1

2
)

年
午
前1

1

時2
8

分
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド7

．9

の
地
震
発
生
、 

「
死
者
・
行
方
不
明 1

0

万5

千
余
」
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
残
し
た
。 

 
 

 

防
災
の
日 

関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に1

9
6
0

年
に
制
定
。 

七
日 

白
露

は

く

ろ

【
二
十
四
節
気
】
陰
気
よ
う
や
く
重
り
て
露
こ
ご
り
て
白
色
と
な
れ
ば
也
［
暦
便
覧
］ 

 
 

 

白
露
に
風
の
吹
き
し
く
秋
の
野
は 

つ
ら
ぬ
き
留
め
ぬ
玉
ぞ
散
り
け
る 

 

文
屋
朝
康
【
百
人
一
首
】 

 

九
日 

重
陽
の
節
句(

菊
の
節
句) 

奈
良
・
平
安
時
代
の
宮
中
行
事
。
五
節
句
の
一
つ
。 

 
 

奇
数
は
「
陽
」
の
数
字
最
大
の
「
九
」
が
「
重
」
な
る
こ
と
か
ら
目
出
度
い
日
と
さ
れ
た
。 

 
 

明
治
時
代
ま
で
行
わ
れ
、
現
在
は
皇
室
園
遊
会(

観
菊
御
宴)

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

菊
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が[

印]

と
し
て
愛
用
品
に
「
十
六
八
重
表
菊
」
を
用
い
る
な
ど
、
意
匠
と
し
て
も
用

い
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
、
蒔
絵
や
衣
装
の
文
様
と
し
て
流
行
、
以
降
、
天
皇
の
下
賜
の
品
に
付
け
ら
れ
、
公
家
や
武
家

の
間
で
は
、
家
紋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。『
万
葉
集
』
に
は
、
菊
の
歌
は
無
く
、
当
時
は
菊
が
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
。 

十
八
日 

敬
老
の
日(

国
民
の
祝
日) 

第
三
月
曜
。 

二
十
八
年
度
は
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は2

7
.3

％
で
過
去
最
高 

十
九
日 

子
規
忌 

俳
句
、
短
歌
、
新
体
詩
、
小
説
、
評
論
、
随
筆
な
ど
に
亘
り
創
作
活
動
を
行
い
近
代 

文
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
明
治
を
代
表
す
る
文
学
者
・
正
岡
子
規
【1

8
6
7

～1
9
0
2

】
の
忌
日
。 

俳
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
創
刊
。
高
浜
虚
子
・
河
東
碧
梧
桐
ら
と
近
代
俳
句
の
基
礎
を
築
い
た
。
漱
石
と
親
交
が
深
く
、

浅
草
長
命
寺
で
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
。
台
東
区
根
岸
に
弟
子
や
友
人
等
が
集
い
、
晩
年
を
過
ご
し
た
「
子
規
庵
」
が

現
存
。
上
野
公
園
内
に
子
規
記
念
野
球
場
。
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
野
球
と
命
名
し
た
の
は
幼
名
の(

升
・
の
ぼ
る
＝
ノ
ボ
ー

ル)

に
因
る
。
『
歌
よ
み
に
与
う
る
書
』
『
病
床
六
尺
』
『
仰
臥
曼
荼
羅
』 

二
十
三
日 

秋
分
【
二
十
四
節
気
】
昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
。
【
秋
彼
岸(2

1

日
～2

6

日)

の
中
日
】 

 
 

秋
分
の
日 

 

国
民
の
祝
日 

先
祖
を
う
や
ま
い
、
な
く
な
っ
た
人
を
し
の
ぶ
。 

九
月
の
歌 

 

地
上
の
星 

 
2

0
0

0

年 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
』
の
主
題
歌
で
番
組
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
歌
。 

中
島
み
ゆ
き
【1

9
5
2

～
】
と
ユ
ー
ミ
ン(

松
任
谷
由
実)

【1
9
5
4

～
】
は
、
昭
和
を
代
表
す 

る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
双
璧
。
今
を
生
き
る
多
く
の
女
性
の
心
情
を
掬
い
上
げ
、 

巧
み
な
言
葉
で
表
現
し
、
大
き
な
支
持
を
得
、
今
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
中
島
の
作
品 

は
独
特
な
世
界
観
、
壮
大
さ
が
あ
り
、
歌
詞
が
考
察
さ
れ
る
事
が
多
い
。 

例
え
ば
、「
人
は
空
ば
か
り
見
て
る
」
は
、
有
名
な
人
ば
か
り
を
見
て
い
る 

大
衆
を
指
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
大
型
メ
デ
ィ
ア
や
情
報(

ネ
ッ
ト)

を
盲
目
的
に 

信
じ
る
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
が
、
星
は
空
ば
か
り
で
は
な
く
地
上
に
も 

あ
り
、
み
ん
な
何
ら
か
の
分
野
の
ス
タ
ー
で
あ
り
、
簡
単
に
陽
の
目
を
見 

な
く
て
も
、
誰
も
が
「
星
」
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
と
歌
っ
て
い
る 

風
の
中
の
ス
バ
ル 

砂
の
中
の
銀
河 

み
ん
な
何
処
へ
行
っ
た 

 

見
送
ら
れ
る
こ
と
も
な
く 

草
原
の
ペ
ガ
サ
ス
街
角
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

み
ん
な
何
処
へ
行
っ
た 

見
守
ら
れ
る
こ
と
も
な
く 

地
上
に
あ
る
星
を
誰
も
覚
え
て
い
な
い 

人
は
空
ば
か
り
見
て
る 

つ
ば
め
よ 

高
い
空
か
ら
教
え
て
よ 

地
上
の
星
を 

つ
ば
め
よ 

地
上
の
星
は 

今
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う 

 
 

後
略 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%94%E7%B5%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%94%E7%B5%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B6%E7%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B6%E7%B4%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86

